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松江市の紹介
松江市

•「全国で４７番目に有名な県」
島根県の県庁所在地

•１６０７年に城と城下町の
建設が始まる。

•１６１１年に「城下町松江」
が完成

（今年は開府４００年）
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発表の構成

１．松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯

２．職場交通プラン「まつエコ宣言」

３．一斉ノーマイカーウイークの実施



１．松江市の職場ＭＭの
取り組みの経緯
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■事業者別バス利用者の推移

出典：一畑バス、市営バス（交通局）、松江市
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・松江市は人口２０万人程度（合併前は１５万人弱）

・天候は日本海特有の曇天、雨、冬季の積雪、風が強く寒い

・そのため、マイカー依存度が極めて高い

・女性では被服費・身支度時間の節約になる等の意見も

■通勤目的（平日）における分担率の都市間比較

出典：Ｈ１７全国都市交通特性調査
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今後の松江市の交通体系のあり方についての提言（H15）

「路線バス再編と利用促進」・「コミュニティバス運行」について早急に取り組むべき

松江市公共交通体系整備計画（H17-18） 松江市のバス交通に関する松江市民意識調査（H18）

H１５

H１７

H１９

H１６

H２１

松江・出雲の
かしこいクルマと

公共交通の使い方を
考えるプロジェクト
（H19-H21）

はじめよう！
通勤でまつエコ

（H19-）

松江市職員
通勤社会実験
（H20）

松江市一斉
ノーマイカー
ウィーク
（H21）

高校生・
地域住民ＭＭ
（Ｈ21）

塩見縄手の
あり方に関する
ワンショット型
アンケート調査

（H21）

大橋通り
賑わい社会実験

（H21）

今後も、関係者と協力関係を構築し、ＭＭ、交通社会実験を継続、拡充し、都市将来像の実現へ取り組む

とってもおとくバスカード
どこでもバスブック
（転入者ＭＭ）

民間事業所を
対象とした
職場MM一畑電車・バス利用促進MM

松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯 9

「はじめよう！通勤で松江　　「はじめよう！通勤で松江　　　　」」
まま　　　　つつ　　　　エエ　　　　ココ

・都市構造づくりと交通まちづくりを連動して展開
・その一環として、民間事業所と連携した職場ＭＭ を
Ｈ１９年から展開。
・参加者が一定規模まで増加したのを期に、「一斉ノーマイカーウイーク」を実施

「はじめよう！通勤で松江　　「はじめよう！通勤で松江　　　　」」
まま　　　　つつ　　　　エエ　　　　ココ
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職場ＭＭ取り組みの経緯

・平成１８年度：行政職員を対象としたＭＭの実施

一畑電車利用促進ＭＭの実施

・平成１９年度：民間事業所を対象としたＭＭの実施

・組織的プログラム、個別の働きかけによる

自発的な職場交通プラン策定を促す手法

・１３社に働きかけ、１２社が反応、８社が職場交通プラン策定

・平成２０年度：職場交通プラン策定事業所の拡大

・平成２１年度：一斉ノーマイカーウイーク実施

・１０月下旪の５日間実施

・Ｈ２１年度末には、職場交通プラン策定事業所が約７０社に

・平成２２年度：一斉ノーマイカーウイーク実施（２回目）

・バス１００円、特急・快速電車の臨時停車等の施策を実施
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２０１０年も引き続き実施し、前年度以上の効果が徔られた



２．職場交通プラン
「まつエコ宣言」



松江市は大規模な事業所が少な
く、中小規模の事業所が多いこと
から、個別の事業所にアプローチ

職場交通プラン
「まつエコ宣言」

職場交通プラン「まつエコ宣言」 13

●「ビジョン」、「体制」、「戦術」の
明確化を促進

●「何を」、「どんなレベルで」
書けばよいか記入例を通じ
情報提供（安心感）

●初回訪問時に
記入例と様式を手渡し

●まずは、

「できることから、
できるペースで、

できる人から」



職場交通プラン「まつエコ宣言」

●企業の通勤実態、取り組み可能なメニューの

意向調査アンケート

Step 1

意向調査アンケート

●趣旨の具体説明

●メニュー提案

Step 2

第１回企業訪問

●検討状況確認 ●情報提供

●「まつエコ宣言」の提出依頼

Step 3

第２回企業訪問

●「まつエコ宣言」の受領

●実行の支援

Step 4

取り組みの「宣言」

１ヶ月

程度

１ヶ月

程度

１ヶ月

程度

●企業への意向調査、数回の訪問により自ら「宣言」し、実行を促した。

（自律性のある職場交通プランとするため）

14

ＴＦＰを

組込み



●１年目でも１２社中、８社（６７％）が「まつエコ宣言」を行った。
●多くの企業が「クルマ通勤を控えるメニュー」を実施メニューに
挙げる

職場交通プラン「まつエコ宣言」

◆企業の「まつエコ宣言」

15



職場交通プラン「まつエコ宣言」

●企業から「まつエコ宣言」を受領し、企業が宣言した取り組み内容を確認
●各企業の取り組み実施を支援するためのツールを作成し、配布
●事業所の担当者のすべきこと（≒して欲しいこと）を支援

宣言後の
フォロー

◆内容分析の観点 ◆対応と支援策

宣言
受領

分析

▼まつエコ宣言
社内周知用ポスター（例）

・誰がいつどの
ようなメニュー
を実行？

・丌明瞭な
点の
明確化

●企業との対話
（訪問・電話）を継続実施

・社内周知は
どのように
進める？

・社内周知
ツールの
作成支援

●従業員に宣言内容と

具体的取り組みを周知
するポスターを作成

・メニューは
実行可能？

・具体的な
実行策を
提案

●宣言メニューの実施を、
ツールの提供や実施方
法の提案により支援。

まつエコ宣言分析と支援のポイント

◆業務移動の自転車
移動支援ツール
事務所からの２ｋｍ圏を図示
（自転車貸出簿の貼付用等）
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●店舗駐車場にゲートを設置し、従業員車両の排除、
店舗から遠いところの駐車場の斡旋を行った。（大型小売業）

職場交通プラン「まつエコ宣言」 17



●「まつエコ宣言」ポスターを店舗内や事務所入口等に掲示し、
顧客に対しても宣言内容がわかるようにした。

職場交通プラン「まつエコ宣言」

◆大型ショッピングセンター ◆スーパー

◆商工会議所

18
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個々の事業所とコミュニケーションを図り、

自発的に「職場交通プラン」を作成する事業所が

順調に増加した

▼「まつエコ宣言」策定事業所数
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３．一斉ノーマイカー
ウイークの実施



一斉ノーマイカーウイークの実施

目的

・行動変容のきっかけづくり

・「まつエコ宣言」事業所の活性化

・個人に実際に体感してもらう

・その後の継続につなげる

・効果の計測とフィードバック

呼びかけ対象

・市内の360事業所への働きかけ

・商工会議所のチャンネルの活用

・バス利用促進地区（約1,500戸）への

働きかけ

※ポスターのデザインは「まつエコ宣言」の

ものと共通（ブランド戦略＋コスト抑制）

21



一斉ノーマイカーウイークの実施

◆実施のポイント

「１０台減れば、１００ｍ渋滞が短くなります」と、

「みんなでやれば松江市内の渋滞が無くなります」の実証

・説明資料での説徔の文句の１つ。

・ふだん、日常的にやっている分には

実感がわきにくい。

・企画時の宣言事業所規模は

約50社4,500人相当で、

都市圏全体への交通環境への影響が

無視できないレベルに至る。

・一方、もう少し早く実施したいという

声もあったが、規模が熟成するまで

ガマンした。

▼事業所への説明資料

22

http://www.city.matsue.shimane.jp/jumin/koutsu/matsueco/download/torikumi_syushi.pdf
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◆実施のポイント

代替交通手段利用の機会とするため、利便性向上策を実施
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参加呼びかけの方法

・事前エントリーを推奨

・エントリー時に

「何をするか」決めてもらう。

※「まつエコ宣言」の基本フレームと連携
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連携体制

主催は、

行政（国・県・市）＋

「松江市公共交通利用

促進市民会議」
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実施効果

◆参加規模

期間中約１００社、５日間延べ約3,200人の方に取り組みに参加

◆マイカーからの転換状況

●コンパクトな都市構造や手軽さ等により「自転車」が２４％と最も多い。

●「バス」が２１％。昨年度より大幅増（１５％）。

※事後の事業所アンケート結果より
（５日間の延べ人数（３，１５２人））

■参加者のマイカーからの転換交通手段の状況

バス
21%

鉄道
12%

相乗り
19%

徒歩
13%

バイク
11%

自転車
24%

１日
22%

２日
16%

３日
10%

４日
12%

５日
以上
39%

■参加日数
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実施効果

バス・自転車の台数も実際に増加
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２０１０年も引き続き実施し、前年度以上の効果が徔られた
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実施効果

意識変容・動機付けにもなった
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・きっかけづくりの後、結果のフィードバックも積極的に展開。

・ノーマイカーウイーク後、実際に転換した人もあった。

・一旦参加してもらうことは、大きな動機付けとなり、

今後の行動変容につながる。

▼１年目のノーマイカーウイークに参加

▼ノーマイカーウイークの参加の有無と、クルマからの転換との関係性

▼１年目のノーマイカーウイークに丌参加

昨年度参加後

転換した人あり



継続性の評価 31

「まつエコ宣言」のように、事業所の自主的な取り組みを促す取り組みは、

実際の行動変容につながりやすい傾向

▼「まつエコ宣言」の有無と、ノーマイカーウイークへの参加率の関係性

職場交通プラン

策定事業所は

参加率が高い
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一番難しい？と思われる

事業所が行動変容



まとめ 33

「縁結び」、「だんだん」の松江市で職場と連携しＭＭを推進した結果、

 「はじめよう通勤でまつエコ」や「ノーマイカーウイーク」でつながった

100事業所、延べ約3,200人との縁

 松江市公共交通利用促進市民会議と行政機関の絆

 参加後のフィードバック、職場交通プラン策点後のフォロー等、

「だんだん（ありがとう）」の精神

 加えて、２年連続して実施したことにより、事業所の取り組み姿勢も大

きく高まり、昨年度参加した従業員のうち、実際に自動車通勤から転

換したりする人も確認。

 公共交通の利便性が低くても、厳しい気候でも地道なコミュニケーショ

ンの継続と利用者視点での代替交通手段の魅力向上により、MMが十

分に効果があることを示唆。

 今後はこれまでの取り組みで徔られた事業所や市民の意識を更に高

めつつ、地道なコミュニケーションを継続し、コンパクトな都市構造を

活かした交通体系の確立が望まれる。

Ｄ論池田編.pptx
Ｄ論池田編.pptx


まとめ 34

今後も継続的に展開し、

マイカーからの転換や、公共交通の利用者が進むことを期待

→職場ＭＭ開始

？



ご清聴

ありがとうございました


